
剣道『単元プログラム』の開発
－「安全で緊張感のある試合」の成立を目指した

授業展開の工夫－

長期研修員 上原昌弘

研究構想図

生徒も教師も満足のいく剣道の授業

実態 生徒→「怖そう」「痛そう」「臭そう」
教師→「指導方法」「所作」「審判」が難しい

剣道『単元プログラム』の開発

安全で緊張感を楽しめる試合

基本動作と
基本となる技の習得
攻防の仕方の考え方

緊張感を楽しめる試合
・一本の弾力的運用
・有効打突の見極め

中学１年生
基本動作を生かした
対人技能

中学２年生
身に付けた技で相手
との攻防

中学３年生
得意技の習得

中学１年生 試合１

判定試合

中学２年生 試合２

簡易試合

中学３年生 試合３

正式な試合指
導
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
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第１学年の内容

⑤　授業のポイント(生徒への発問や声かけの仕方など)

・胴や垂れ、面を正しくつけよう。（着装）

・左手の小指・薬指・中指に力を入れて竹刀を握りましょ
う。
・肩の力を抜いて、剣先を相手ののど元へ向けよう。

・前進後退は歩かないようにしよう。

・竹刀を振りかぶる時は、左こぶしが体の中心線を通る
ようにしよう。
・踏み込み足と声が一緒になるように打ち込もう。
・踏み込み足と打突が一緒になるように打ち込もう。
・打突の時は、肘を伸ばし手首を絞ろう。
・打突の時は、左足の引きつけを早くして、姿勢が崩れ
ないようにしよう。
・今まで練習してきた技を積極的に出そう。

運動の技能(～ができる)　Ａ スムーズに
①相手の動きに応じて自然体で中段に構え、歩み
足や送り足ができる。
②中段の構えから体さばきを使って、面や胴、小手
の部位を打ったり受けたりすることができる。
③面打ちや小手打ちに相手が対応して隙ができた
時、面や胴を打つことができる。

・剣道の礼儀作法を理解し、伝統的な行動を守ること
で、相手を尊重する態度や公正な態度を身につけよう。
・仲間と協力して、学習課題の解決のために積極的に活
動しよう。
・分担した役割を果たし、練習や試合、審判の準備や後
片付けに積極的に取り組もう。
・禁じ技を用いないなど安全に注意し、公正公平な態度
で活動しよう。
・自分や仲間の体調、危険な動作や剣道具の不備に気
を配ろう。

関心・意欲・態度(～しようとしている)　　Ａ　常に
①技ができる楽しさや喜びを味わおうとする。
②相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとす
る。

評価規準例

主
に
観
察
に
よ
る
評
価
部
分

着装（胴・垂・面）

竹刀の

握り方

相手の動きに

応じた自然体の

構え

相手の動きに応じた歩

み足や送り足

上下振り、正面打ち、胴打ち、小手打ち、小手－面

打ち、面－胴打ちと受け方

相手の構えを

崩して、かわし

て打突

評価

評価

評価

相手を尊重し、伝統的な行動の

仕方を守ろうとする

技ができる楽しさや喜びを味わおうとする

評価

評価

評価禁じ技を用いないことを

理解し取り組めるよう

にする

健康・安全に気を配ろうとする

評価

１剣道の

歴史

２学習の

仕方

３礼法

４剣道体

つくり運動

１ 装着・集合・礼・目標確認・安全確認

２剣道具

の付け方

３基本動

作

４足さばき

５足さばき

のゲーム

２素振り

３空間打

突

４ 判定試

合

２ 素振り・空間打突
３自由稽

古

４試合３基本技

４判定試

合

３剣道具

の付け方

４一本打

ちの技

５約束稽

古

３約束稽

古

４打ち込

み稽古

５試合審

判方法

６試合

３約束稽古

４打ち込み

稽古

５互角稽古

６面の一本

勝負

７試合

３自由稽

古

４試合

本時のまとめ・評価・後片付け・礼
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３　自由稽古

①グループで
課題練習

４　試合
(団体戦）

剣道　　中学校１年生　　単元計画

習
得

活
用

１　剣道の歴
史や特性を学
ぶ

２　剣道学習
の仕方

３　礼法
①立礼
②座り方、立ち
方
③正座
④座礼
⑤黙想

４　剣道の要
素を含んだ体
つくり運動

①
②
③
④

探
求

本時のまとめ・評価（自己評価・相互評価）・後片付け・礼（正座・黙想・座礼）

１　装着・集合・礼（正座・黙想・座礼）・目標確認・安全確認

２　剣道具の
付け方（垂・
胴）

３　基本動作
①自然体
②中段の構え
③蹲踞

４　足さばき

過程

４　一本打ちの
技

①面打ち
②小手打ち
③胴打ち

５　一本打ちの
技の約束稽古

３　一本打ちの
技の約束稽古

４　一本打ちの
技の打ち込み
稽古

５　試合・審判
方法

①試合方法
②審判方法
③反則

６　試合
(個人戦)

３　自由稽古

①グループで
課題練習

４　試合
(団体戦）

３　一本打ちの
技の約束稽古

４　一本打ちの
技の打ち込み
稽古

５　互角稽古

６　面の一本
勝負

７　試合
(個人戦)

５　足さばきの
ゲーム

①足さばき鬼
ごっこ

２　素振り
①上下振り
②面の素振り
③小手の素振
り
④胴の素振り

３　空間打突
①面打ち
②小手打ち
③胴打ち

４　素振り・空
間打突の判定
試合

２　素振り・空間打突

４　基本技の
判定試合

３　基本技の
打ち方、受け
方
(１)すり足での
打ち込み
①面打ち
②小手打ち
③胴打ち

(２)踏み込み
足での打ち込
み
①面打ち
②小手打ち
③胴打ち

３　剣道具の
付け方(面・小
手)

①面下のかぶ
り方
②面の着装
③小手の着装
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単元構造図 単元計画

展開案 指導用DVD

学習する技の精選 学年の目的に応じて技を配置

スパイラル型の学習過程 展開案に完全対応

単元構造図
単元計画
展開案

指導用DVD



授業実践 中学１～３年生 武道『剣道』

習得

技の動きを学ぶ
技の使い方を

学ぶ
技を試す

活用 探求

１年判定試合
２年簡易試合
３年正式な試合

DVDで確認

活動

反省

学び合い

教師…教材研究時間短縮。
DVDがあるので指導がしやすい。

生徒…毎時間の授業の流れが分かりやすい。
試合に向けての練習は楽しい。

剣道独特な動きのつまずきへの指導・支援の開発
防具のない学校でも日本の伝統文化を学ぶ授業の開発

成果

課題

剣道を学ぶこととは
日本の伝統文化の一つである剣道を学ぶことは、運動の楽し

さや醍醐味、技術の習得・活用にはとどまらない。剣道特有の
人としての礼儀・他者を尊重し向き合う態度・困難に負けない
気力と克己心や忍耐力などを養うことができる。剣道の授業を
通して生涯にわたって自らを鍛え向上させることや健康な身
体・豊かなスポーツライフへとつながっていくはずである。


